
工法名： 外壁ユニット化工法 No. 2019-外装-01-r1

■工法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

■検索用分類 

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2019.04.17

Phase0（営業）

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

Phase5(施工）

メーカー等 ＩＳエンジニアリング(株)

備　考

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種

特　許 特許第4709321号　（ＩＳエンジニアリング(株)）

外壁材をユニット化することにより無足場化が可能な工法。
鋼製フレームを繰り返し使用でき、大幅なコストダウンと工期短縮ができる。

特　徴
・

効　果
・

メリット

【工期】
・地組に必要な日数を考慮しても取付効率の向上により工期短縮が可能。

【コスト】
・取付用鋼製フレームを繰り返し使用できる為、コストが大幅に削減可能。
・地面での作業が、メインとなり作業効率が向上。

【安全】
・地組により、安定した作業姿勢で安全にユニットの組立が可能であり、高所
作業も最小限に削減が可能。

適用条件
・材料：ＡＬＣ版及び押出成形セメント板
・工法：縦張り工法

171107 ＩＳエンジニアリング(株) ＨＰより

①架台ユニット設置

②パネル・ＣＴ鋼取付

③ユニット建起し ④ユニット揚重・取付

ユニット揚重状況
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